
%
.
　
′
_

i 1 -　　　　・芸毒轟鮎

-"V

壷豪恋慕∴ -妻薫琴章整
&?-'・　　　-　~　一

㌧・一一　　　　　　　　　　㌧メmf*-- I

.i_

、巨∃≡　L=

、　　　二・

＼

- ・「∴∴

■
書
■
■
〃
案
　
　
-

案
看
_
I
_
題
ヽ

脚
g
S
M
ー

・
≠
岨
=
監
問
什
山
&
&
3

f
∫
L
r
, l≠n

熊本市制100周年

^^r ^^p ^^^j四
'89市勢要覧

T m



一

　

　

Y



r

:
':?
*

v
*
蝣
'

;
捕
'
m
"
.
:
;
」

備
翫
:
7
・
i
:
,
(
.
・
・
:
・

'
・
」
'
・
蝣
・
.

*
v
…
想
軸

頗
1
5
J

i
j
t
:
-
:
〟

`
∵
*
-
w
.
i

I Lr

:Ll

腰
腰
-
-
題
顎
骨
　
増
刊
総
載
瑚
^
-
-
蝣
蝣
p
-
:

ト
"
V
-
-
　
)
か
蝣
-
・
*
蝣
!
*
'
:
蝣
-
　
い
,
.
蝣
;
蝣
?
蝣
-
　
　
」
7
*
i
'
茸
蝣
*
*
蝣
・
-
蝣
丁
*
:
*
蝣
!
;
.
-
-
,
,
,
v
~
:
-
畠
i
>
.
押
車
J
F
P

●日　　　　次

熊本市民愛市憲章一日-一一一-- 1
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(都市の年輪)市制100周年への対応

記念事業
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(都市の円熟)魅力ある都市環境の形成
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都市景観の創出----------46

住　　　宅

」-　-hl　通
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清
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K　　　災

消　　　防
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交通安全

47

48

49

50

52

53

54

55

56

58

60

61

(都市の未来) 21世紀を支える人材の育成

学校教育

学校施

社会教育

地域文化

健康文化
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63

64

65

66

67

68

勲本市行政機構図--------69

ill i満　会

財　　　政

広報・広聴

市民のくらし--一一・・一----蝣75

熊本市案内図-日一日目---一一一・76

ft n　編

市内の主な官公署--・---=--87

熊本市歌

〔表紙鋭明〕

長塀通り

熊本城の長塀と坪井川を挟んで、都心部シンれレゾーン-と紙く長塀通りは、明治

のノスタルジックな風情をかもし出し・夢とロマンと、やすらぎの光が灯る歩いてみ

たくなるような迦歩道ですo路面は、溌みある彩色の自然石を敷きつめ、歩胤こ治っ

て城の石垣を模した手す。や,川に突き出した物見台が連なり、シダレヤナギの並木

も川風に揺れていますe攻のとばりがおりると・ガス灯の光は輝き、光のシャワーが
長塀と城の緑樹にきらめきます。

この長塀通り(総延長263m)は,昭和63年4月に完成し、都心部シンボルロード
とともに市制首周年に彩りを添えます。

熊
本
市
民
愛
市
憲
章

-
　
品
位
あ
る
市
民
の
誇
-
の
た
め
に
　
-

私たち熊本市民は清潔で住みよい街をつくりましょう

私たち熊本市民は郷土の自然や文化財を大切にいたしましょう

私たち熊本市民は時間を正しく守りましょう

私たち熊本市民は交通遺徳を重んじましょう

私たち熊本市民は互いにあたたかく交わり旅行者を親切に迎えましょう

昭和35年5月11日制定

〟
熊本市章

ひらかなの「くJの字を

図案化したもので、市民の

調和を畢とし、たくましく

発展する熊本市の姿を太い

円で示したものです。
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●市　木　イチョウ(イチョウ科)

熊本市民には熊本城が銀杏城とい

われているようになじみ深く、強健

で樹齢が長く、市街地の街路に多く

植栽され、独特な尖円錐形の樹形を

つくり春の緑陰、秋の黄葉とその美

しさでよく知られている。

而木・而花　昭和49年10巨∃9日制定

市　　島　昭和59年5*322日制定

●市　花　肥後椿(ツバキ科)

江戸時代から細川藩の庇護を受け、

藩士をはじめ寺社地の豪族等の愛好

者によって広められ改良を重ねて、

清雅枯淡の味わいある銘苑となった

といわれている。肥後椿の特色は薄

色の花弁が主流でよく整った一重咲

きで、中心に金糸銀糸のような色鮮

やかな太い雄しべが梅芯のように盛

りあがるところにある。

●市烏シジュウカラ(シジュウカラ科)

全長約14.5cmで、美しい澄んだ声

でさえずり、多量の害虫を食べ、緑を

守る益鳥として市民に親しまれてい

るo食峰山や立tf]山、託麻三山など

森に多く生息し、白い胸に黒ネクタ

イ状の帯が目立つ可愛い姿で、四季

を通じて観察される。

骨t:5

--.1丁霊tvr-r,

L　′

i

発刊のことば
本年、熊本市は、平成の新時代とともに市制百周年の記

念すべき年を迎えましたO

顧みますと、明治22年の市制施行以来、緑と水に恵まれ

た豊かな自然と、先人が築いた素晴らしい伝統と文化を受

け継ぎつつ、今や人口57万人を超える九州中央の雄都とし

て着実に発展を続けております。

これも偏に、幾多の困難を克服し、今日の近代都市熊本

の礎を築きあげた先人の御功績と市民の皆様の御努力の賜

であり、深甚なる敬意と感謝を捧げる次第であります。

私は、この市制百周年という大きな歴史的転換期を迎え

るにあたり、決意を新たにして、市民の皆様と力を合わせ、

これまで以上に勇気と斬新な発想をもって、 21世紀更には

次なる百年に向かっての新熊本市の建設に、取り組む所存

でありますD

本市においては、現在「活力に満ちた思いやりあふれる

新しいふるさとづくり」を市政推進の基本理念として「市

制百周年-の対応」、 「地域経済の活性化」、 「変革の時代へ

の対応」、 「魅力ある都市環境の形成」、そして「21世紀を

支える人材の育成」の5つの施策(ポリシー5)を市政の

重点課題と位置づけ、その積極的な展開を図り、個性ある

熊本市づくりに遇進しております。

殊に、本年は、市民の共感と参加を基調とした多彩なイ

ベントを繰り広げつつ、都心部シンボルゾーンにおける駐

車場建設への着手、総合婦人会館・カルチャーセンター建

設、人づくり基金の創設など、この市制百周年を市民と共

に祝い、次なる百年-の第一歩と位置づけ、本市の新たに

して大いなる飛躍につなげなければならないと考えており

ます。どうか市民の皆様のよ")一層の御支援、御協力を賜

りますようお願い申し上げます。

この市勢要覧は、伸びゆく熊本市の姿を収録したもので

あり、市政への一層の御理解をお深めいただければまこと

に幸いに存じます。

平成元年3月　熊本市長

・」 A-射f
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熊本は、昔から「火の国」と呼ばれて

きました。大化の改新のあと、奈良時代

に入って現出水町に国府がおかれ、ここ

を中心に衆蕗が形成されるようになりま

した。こののち、平安・鎌倉時代を経て

室町時代になると、菊池一族である出田

秀信が、はじめて熊本に千葉城を築き、

数代後の城主鹿子木親員が、新しく茶臼

山に城を築いて隈本城と呼びましたO

豊臣時代に入って秀吉は全国を制覇す

るや小西行長と加藤清正に肥後を分領さ

せたが、徳川の天下になると、加藤清正

は肥後54万石の鎮主となり、慶長6年か

ら茶臼山に築いていた新城を、隈本城か

ら熊本城に改めました。熊本市が町とし

明治20年古城に新設された
第五高等中学校は、

同22年立田山麓の黒髪に移転。

ての体制を整えたのは、このころからで

す。続いて細川忠利が肥後の嶺主となり、文明

大政奉還までの二百有余年を細川家が政

治を行ってきました。

明拍10年西南の役で兵火を受け、市街　明応

地の大部分を灰煙に帰したが、直ちに復

興し・明治22年には熊本市が誕生しまし　慶長
たO大正から昭和にかけては隣接町村を

合併しつつ熊本市の基礎を固め、九州に

おける政治・経済・教育の中心地として　寛永

発展を続けました。その後、昭和20年に

は大空襲で、終戦後の復興期にあった28　宝暦

年には未ぞ有の大水害によって、市街地

は壊滅的な被害を受けました。しかし全

市民の不断の努力によって、困難を克服

した熊本市は、その後数次にわたる市城

の拡大や近代的都市機能の集積により、

今や人口57万余人を有する九州中央の雄

都として着実な発展を続け、今年(平成

元年) 4月には市制施行百周年の記念す

べき年を迎えます。

明

西暦
646　大化2年
砂取付近に肥後の国府および
兵力4軍団が設置される

1469　文明1年
菊池氏の一族、出田秀信
千葉城を築く

1496　明応5年
鹿子木親員、古城に居城を移し、
隈本城と称する

1601慶長6-12年
l　加藤清正、現在地に熊本城を築き
1607　河川の築堤、井戸の掘削など行う

1632　寛永9年
細川忠利、肥後藩主となる

1754　宝暦4-6年
l　藩校時習館、医学校再春館、
1756　藩滋園(薬草園)などが創設される

1870　明治3年
古城に医学校が創設される

1871　　　　年
廃藩置県により熊本県が設置
される

鎮西鎮台(九州および中国西部を
管轄)が設置される

熊本洋学校が創立される

1874　　　　年
九州最初の新聞、白川新聞が
発行される

1877　　10年
西南の役、市街地の大半が
兵火により煉失した

1886　　19年
熊本逓信管理局(郵務・電務関係)
が設置される

1887　　　20年
第五高等中学校(九州に1校)が
創立される

1889　　　22年4月
市町村別が施行され、
熊本市が誕生する
市域面積5.55k武　人ロ42,725人、
戸数11,797戸、市議会議員数30人、
市職員48人であった

6月
赤十字社熊本支部設立
新南千反畑町、現在の白川公園前

新南千反畑町の旧区役所跡に熊本市役所は開庁した。

7月
第五高等中学が古城から
果髪に移転

1890　　　23年1月
熊本測候所が設置される

7月
第1回衆議院議員総選挙が
行われる

明

袷

1890　明治23年10月
教育勅語発令

(井上毅と元田永字が成案)

11月
第1回帝B]議会が開かれる

1891　　24年7月
門司.熊本間の九州鉄道が開通
熊本電燈会社が開業し九州に
初めて電燈がともる

11月
ラフカデイオ・-ルン(小泉八雲)
五高に着任

1892　　　25年4月

塘林虎五郎が賓児寮(現大江学園)
を設立

1894　　　27年7月
第6師団に動員令がくだる
孤児・賓児の養育を目的とした
天使園が設立される

8月
日清戦争がはじまる

1895　　　28年11月
イギリス人-ンナ・リデル女史が
回春病院設立

1896　　　29年4月
夏目激石が五高に着任、
熊本を森の都と称賛

9月
私立医学校が設立される

1898　　　31年1月
熊本専売支局が黒髪町に
葉煙草専売所設置

10月
フランスノし　ジョン・メリー・コ
ール神父が療救済の待労院を設立

この年、市立避病院設立
(後の白川病院)

第23連隊練兵場が山崎町から
嘩鹿に移る

1899　　　32年6月
私立医学校が熊本医学専門校となる

明

1899　　　32年12月
三角線開通

1900　　　33年7月
市内に大洪水、白川の橋ほとんど
流失し、子飼橋付近溺死者多数

1901　　34年1月
熊本郵便局が電話業務を開始

明治34年に市内の電話が開通したO　交換手の白い
上衣、紫袴は当時の女性の憧れだったo

明

旧熊本城南大手人口の下馬橋O　明拍35年11月の陸軍
大演習の際、行幸坂、行幸橋が造られ姿を消した。

明

1904　　　37年2月

日露戦争はじまり、第6師団出征

1906　　　39年3月
熊本高等工業学校設立

9月
夏E]漱石が「草枕」を発表

1907　　　40年7月
九州鉄道が国有となる

12!]

熊本軽便鉄道株式会社が安巳橋・
水前寺間に軽便鉄道を敷設

1908　　　41年2月
人力車争議おこる

監1909　　42年
鹿児島本線全線開通

1910　　　43年1月
薬学専門学校発足

4月
女子師範学校発足

6月
熊本ガス株式会社が開業する

1911　　44年4月
市立実科高等女学校開校
市立工業徒弟学校開校

10)1

菊池軌道株式会社が上熊本・
広町間敷設
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大正2年10月3日二階建
八角形の肥後相撲館が落収した。

1913　大正2年
この年、熊本軌道が田崎・百頁港、
田崎・高魔門に開通

1914　　　　年7月
第1次世界大戦はじまる

1915　　　　年11月
御大典記念奉祝共進会を開催

1916　　　　年6月
県公会堂が市に移管される

1917　　　　年3月
熊本市工業従弟学校が
熊本商工学校となる

1918　　　　年7月
このころより全回に米騒動

10月
スペイーン風邪が流行し、
全国で死者15万人

1920　　　　年10月
第1回国勢調査で、
市人口70,388人
戸数13,817戸

III.ヒ1

1921　　10年6月
隣接11ヵ町村を合併,
八日133,467人
戸数23.819戸の大熊本市が発足
(黒髪・他出・花園・島崎・横手
春日・古町・本荘・春竹・大江
本山.)

人正10年、隣接11ヶ町村を合併し大熊本市が発足し
た。記念碑前で合併を祝う人たち。

8

13年8月
市営電車開通(事柄15台)
開通に伴い鉄筋コンクリート大甲
橋を架設

大

大止13年8月1日市電開通。救助網がついている
開通当時の13型電車。

10!]

歩兵第23連隊
渡鹿に移転

11月
熊本市上水道

歩兵第23連隊が

熊本市上水道完成

七ihト'Irlijtil也、 ft件によるrli蛾,*)#.∴し、
三人事業の完成など、市の中心から周辺へと

都市づくりが進む。

大

昭

B^ESSbSS&fl

14年3月
市三人事業(市電、上水道、
23連隊移転)完成記念共進会開催
入場者133万人

4月
は水村を市に合併

15年8月
三大事業完成記念共進会の剰余金
で五高と下河原にプールを造成

1927　昭和2年2月
長ノ(橋を近代式鉄橋に架け替える

7日
市立_L業研究所(後の工芸指導所)
が開所

12月

市営バス発足(バス17台)
この年、市及び市付近の人力車812、
乗用馬車4、自動車115

利

1928　　　　年2月
第16回総選挙.最初の普通選挙
行われる

6月
NHK熊本放送局でラジオ初放送

9月
御大典記念事業として、
陸上競技場・野球場が完成

1929　　　　年7月
水前寺動物園が開l剥

1930　　　　年3月
熊本市歌を制定

hi

天皇陛下をお迎えし、熊本平野等
で陸軍特別大演習を挙行

7年9月
失業救済の土木事業をはじめる

12月
面凶村を市に合併

1933　　　　年3月
花園町に市営墓地を開設

i n

熊木高等小学校が再設開校
熊本駅に観光案内所を設置

1935　　10年3月
新興熊本大博覧会を開催

昭和1()年頃の新市街記念碑前

市営バスの発着所。左に専売局と公会堂
1''一にfiMifii、 ;U^i 'i、見--¥. 'o

1936　　11年11月
健軍村を市に合作

1939　　14年4月
活水村を市に合併

1940　　15年12日
川尻町、日吉村、力合村を合併
この年、市営バスに木炭車登場

19′11　　16年4月

小学校が国民学校に改められる

12月
太平洋戦争はじまる

1942　　~17年4月
九州日日新聞と九州新聞が
統合され、熊本H R新聞が発足

1943　　18年
この年、学従、女子挺身隊の
戦時動員が開始される
健軍に三菱重工業航空機製作所が
完成する

1944　　19年3月
市電気局が市交通局と改称

1945　　　20年6月
市立産院が発足

7月
7月・ 8月の空襲で市の大半が
焦上と化す

8月
終戦の詔書放送

1946　　　21年2月
市立市民病院発足

日月
日本国寮法公布(新憲法)
この年、学校給食はじまる

22年4月
市長、県知事が初めて公選で
決まる　国民学校が小学校に
また新制中学が証/jI

5円
'#法、地方自治法施行

23年3日
市消防本部設置
rf>サ';二母j'L泰を聞T..

昭

和

1948　　　23年3月
市自治警察本部設置
(新警察制度発足)

4月
新制高等学校発足する

1949　　　24年4月
「火の回まつり」はじまる
市立実務員養成所(後の実務商業)
を開設

5月
大皇皇后両陛下ご来熊
この年、国立熊本大学発足
県立熊本女子大学が創設される

1950　　　25年6月
朝鮮戦争おこる

7月
市競輪事業開設

1951　　26年4月
市教育研究所を設置

1952　　　27年1月
市立博物館開館

7月
住民登録制度を実施

1953　　　28年4月
田迎村、御幸村を市に合併

6月

豪雨、大水害で市人口の
66%が擢災

「昭和28年6月26日」大7担害の惨状。到る所泥のIll,
流失した家財などで復旧に多くの人手、資材と時日
を要した。　　　　　　　　　　　(上通り筋)
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1953　　　28年7月
池上村、高橋村、城山村を
rh'に・ftW-

10月
市立図書館発足　ラジオ熊本開局

1954　　　29年6月
市自治警察廃止(警察制度改IE)

10月
秋津村を市に合併　市電30年記念
「交通観光博覧会」を開催

1955　　　30年4月
松尾村を市に合併

1956　　　31年4月
託麻村の-一部を市に合併

1957　　　32年1月
小島町、龍田村を市に合作

7月
大水害で市の33%が浸水し、
金峰山周辺の山津波で死者、
行方不明多数を出す

1958　　　33年2月
NHK熊本テレビ開局

乱は

中島村を市に合併
天皇皇后両陛Fご巡幸で立田山、
水前寺などをご観覧

第30回選抜高校野球大会で
済々馨が優勝

9月
熊本市体育館が
水前寺公園横に完成

1959　　　34年4月
国民年金制度発足

7月
国民健康保険制度発足

1960　　　35年4月
熊本空港開設

r. i

愛市憲章を制定
8月

熊本城天守閣再建完成

昭

和

1960　　　35年9月
第15回国民体育大会を開催

12月
酉保健所を開設

1962　　　37年3月
天守閣再建記念
「躍進熊本大博覧会」開催

1963　　　38年4月
北部清掃事業所開所

1964　　　39年4月
市総合計画策定(マスタープラン)

10月
「まちをキレイにする運動」が
はじまる
12H

東部汚水処理場完成

1965　　　40年4月
巾食肉センター開所　この年、
市内全小学校にブール完成

1966　　　41年9月
西部清掃事業所開所
市民相談室を設置

10月

熊本保健所が九品寺1丁目に
新装発足

1967　　　42年3月
出水町に県庁新庁舎が完成

1968　　　43年1月
市民会館開館

昭和43年1月6日市民会館が完成1,800人収容の
大ホールと各種の会議室を備えた近代建築O

昭和35年9月、 83年ぶりに
熊本城天守閣が再建されノこ。

昭

1968　　　43年4月
市社会教育会館が開館
市育英奨学制度創設

1969　　　44年4月
熊本(水辺)動物園が完成し
「熊本動物大博覧会」を開催

8H

熊本市葦きまる

1970　　　45年11月
託麻村を市に合併

1971　　46年4月
新熊本空港開設

5月
市勤労青少年ホーム開館

6月
九州縦貫自動車道
(熊本・植木間)開通

.

　

　

.

　

　

′

　

　

・

叫
1玉
山

7月
熊本市基本構想きまる

11月
市立ユースホステル開館

1972　　　47年10月
「森の都」を宣言し、
森の都作戦を展開

379

つ
⊥

12)

秋津下7氷処理場が完成

48年1月
戸島町に市斎場開設

5月
学校給食東共同調理場が完成

昭

和

1974　　　49年6月
勤労婦人センターを本山町に開設

10月
西部、南部市民センターが完成
森の都のシンボルとして市の木
「イチョウ」、市の花「肥後ツバキ」
がきまる

1975　　　50年5月
身体障害者福祉モデル都市に
指定される

9月
南千反畑町に
中央老人福祉センターが完成

10月
市立金峰山少年自然の家が開所

1976　　　51年3月
「地下水保全都市」を宣言

1977　　　52年4月
西南の役百周年記念式典を行う

5月
熊本市人口が50万人を突破

9月
錦ヶ丘に東部市民センター完成

地下水保全条例を制定する

1978　　　53年4月
新しい熊本博物館が開館

郷土熊本に根ざした西日本一を誇る熊本博物館が
昭和53年4月1 E]に開館したo

m

54年4月
新熊本市民病院開設

7月
熊本市保健センター
(現東部保健センター)が開所

龍田市民センター完成
10JJ

「健康都市」を宣言

中国・桂林市と友好都市締結

市制90周年記念式典を行う

養護老人ホーム明生園開園

和

ll

1980　　　55年6月
身障者福祉センター希望荘開設

8月
水害で約16,900人の市民の
催災者を出す

12月
熊本市総合計画基本構想きまる

1981　　56年1月
熊本市保健衛生研究所開設

2月
熊本城西大手櫓門復元完成

3月
産業文化会館が開館

5月
託麻市民センター完成

7月
熊本市総合計囲碁本計画きまる

サn

西ドイツ・-イデルベルク市へ
友好訪問団を派遣

1011

熊本市民の葦、
友好都市桂林市を訪問
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昭

和

..且■

1982　　　57年6月
幸田市民センター完成
北部保健センター開所

7月

小柄記念館完成
青少年野外活動センター完成

8月
西ドイツ・ハイデルベルク市
管楽五重奏団来熊

11日
間.里rf'iこlJ

1983　　　58年4月
龍川体育館完成

1984　　　59年5月
市の鳥としてシジュウカラ制定
扇田埋立処分場供用開始

7月
清水市民センター完成

8月
熊木市の人口が55万人を突破

10月
消防新庁舎完成

1985　　　60年6月
l蝣1 iつ由l:-tン　中一完成

ォn

秋津市民センター完成

昭和62年12月、

米国サンアントニオ市と
(rt昧fili ltl締紙

61年1月
熊本市自転車駐車場完成

3月
電子計算システム始動

4月

西部清掃工場完成・
東部清掃事業所開所

7月
総合体育館・青年全館開館

sIJ

第4回全国都市緑化くまもとフェア
開催(8月1B-10月12日)

10.1]

10月1日を「市民健康の口」と制定

1987　　　62年1月
新西保健所開所

4月

川尻下水処理場運転開始

「拙あし鵠丸
内に森林学習館がオープン

9月
西消防署が移転新築
教育センターオープン

1988　　　63年1月
くまもと女性フォーラム'88開催

蝣2>

シルバー人材センター発足
4月

大阪事務所オープン
女性消防士誕生

10月

第1回熊本緑化祭開催
.2)]

米国・サンアントニオ市と
姉妹都市締結

骨壷ト[r

長塀通り開通
_ー」 _ _二三三2,3

7月

大江市民センター完成
8月

江津湖まつり(マイソング発表会)
10月

くまもと緑化祭・地場産業振興フ
ェア開催

徳富蘇峰(本各・猪一郎)氏
(昭和30年1月1日表彰)

iユIll LI本の≠蝣蝣.・iJ K。また、 HiWに

稀な優れた思想家であった。

熊本在住中は、白川新開、熊本新

聞等を発刊。大江義塾の創始者と

して子弟の教育に専念し、その啓
蒙的影響が大であったO

文久3年1月25日生れ、

昭和32年11月　2 【∃死去、 95歳。

高橋守雄氏
(昭和30年1月1日表彰)

第7代j指本市長としてー　歩兵23連
隊の移車云・市電・上7Jt道の開設の

三大事糞を完遂、市の近代イヒ、発

展繁栄に尽した二O　また、教育者と
して熊本商大、短大学長を歴任一

喝;土教育のま辰興育成に努力した。

明治16年1月1日生れ、

昭和32年5月6　日死去、 73歳。

宇野哲人氏
(昭和44年10月1 lj表彰)

東京市国大学での盲英一芋- <pl封哲学

、蝣r<n、 *;v,a ;-:r,;号数柁_ 'L:3号

'< ]・蝣人・';蝣蝣蝣ォjトく、 'A'.、号数rer;イ替れた

業績は,郷土熊本の文j聖の興隆に、

i.T二、 -代Il.]>^盲Iiy?関は。蝣'v--:-vfr呂に

V-　kv>!形轡-<一・)蝣え,J二、

明泊8年T,2)]15日性れ、

日.q和49年2月19EJ死去, 98歳。

堅山南風(本名D熊次)氏
(昭和44年10FJ l　日表彰)

横山大観画伯等に師事し、日本画

に精進。その多くの作品の_上に、

肥後の郷土.色のにじみ出た:芸術の

杏r)がよく/I二かされているo U本

Mill叶の蝣fl　　人ォ:--い:(!.'し、 Tt f∴

郷上文化の進展に大きく貢献したO

明治20年9n12u牛れ、

昭和55年12M30II列三ゴミ、 9二弓テ荘o

名
誉
市
民

醜鮎舶撫感幽強莞

細川護立氏
(昭和35年4月1日表彰)

月巴後旧藩主細川家16代。有斐学舎

告ゴミ、肥扶l-f一会.、蝣i <i:.幕紬し>;i;v-';-'-

金を出資して本県出身学徒の商成
援護に尽したQ　団の文イヒ財イ呆讃委

員会委員として、本市の重要文イヒ
財、史跡、名勝等の保存i舌用に貢献。

明治16年10月21日生れ、

昭和45年11月1とitj死去・、 87歳O

福田令寿氏
(日だ和35年-4月1 E]衷彰)

Lr<帥開tL') '}、f.ij>-;.ト*.* h.,vr

て教鞭・きI o f'<.-の托蝣ft-に専　の

外、 n全文イヒ、社会福祉の要職を

惟f.r、叫し|-.c->文化　Jsv,Hトのl"l上持

展に尽した。子音廉.盲繁白を人格者

EkSX揮、

明治5年12日　7　日生れ、

昭和48年8月7 []死去、 100歳。

後藤是山(本名・祐太郎)氏
川さけ1154J「日日J 】 ll人>¥V-)

元九州R El新聞社幸三筆l¥二親の丈

k'l'.-fr.^n.u†トIMJ JJi:>-..LT'v 、 4v.

多くの郷IL史を鮎さん監イ壕,先人

に-,いて!、wr t'.x;・」か,t;i)子　小

文イヒの　きs*iに尽したQ「明星」同人、

句誌「かはがらし」 (後の水火)杏

主宰したo明fei'JH'-lj n s tl'_l三れ、

tI,'-;fin-1叶>蝣< II I ll<<l.よ、 lltLl L-、

中村汀女(本名・破魔)氏
(昭和54iy-¥0月l 「上衣競31

高i共虚子の門　F'-i-:で、 3:兇代女流俳

;,.i..-、蝣a　　へn、　　二ふ　さ'一二J.,.こ

する心を底二流にしたこやw女俳'U)、、

MH9勉mam閣toimJIB髪ノ!i^3H

卿蝣; i--'i-i一叫起きhJ.叫　ト、'~-蝣tfLrt、

m事DOKuMEB眉　屈半田IHUKflUll!

花」を　一三亨Lf二L,lリJ治33JILI JJll rl

ノl三れ、 Jl,'HIKi3f|~-!りJ 20 LI死去、 88歳。.
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